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 本論文は、漢代宣帝期（BC73~BC49）の王褒を対象に、代表作を徹底的に分析・読解すること
を通して、その辞賦文学史上の位置を究明したものである。「序章」、本章である全 5章と補説、
結章にあたる「全体のむすびにかえて」から成る。 
 「序章」では、王褒と漢代辞賦文芸に関わる先行研究を渉猟し、それらの問題点を指摘して、
王褒のいかなる作品を検討すべきか、それらをいかに分析すべきかを述べる。先行研究は王褒の
意図を性急に読み込もうとする傾向が強いが、それよりも、作品が依拠する文学的伝統に何がつ
け加えられているか、また王褒が宮廷文人であることを踏まえれば、そこに享受者の願望や期待、
宣帝期の時代精神がいかに反映されているかを丁寧に検討することが重要であるとする。 
本章の全 5章と補説は、6世紀初めの『文選』に採録されて評価の高い 3作品を取り上げる。
第一章「「四子講徳論」について」は、「四子講徳論」が辞賦の要素を持ちながらも詩の「伝」
すなわち注釈として書かれたとし、文体上は『論語』『孝経』等にみられる「語」の語りに戦国
諸子の説得術等にみられる「説」の語りが混入していること、思想的には儒学の国教化が進む宣
帝期の時代性に刻印されつつも、道家・雑家の学や讖緯の学を蓄積していた王褒の出身地蜀の地
域性が影響していることを述べる。補説「「采詩の官」について」は、「四子講徳論」に記され
る「采詩の官」に焦点を当てて、「采詩の官」伝説が武帝期後半から宣帝期にかけて生みだされ、
中央集権化の進む政治状況が必要とした言説であることを明らかにする。第二章「「聖主得賢臣
頌」について」は、この作品がいわゆる「頌」ではなく、戦国諸子の文体に辞賦文芸の修辞が加
えられた「文芸化した上書」であること、思想的には宣帝の人事における政治的正当性を後押し
する機能を有していることを指摘する。第三章から第五章までは、音楽を表現する文学の鏑矢で
ある「洞簫賦」に費やされる。第三章「枚乗「七発」の「龍門の桐」について」では、そのさら
なる濫觴とされる「七発」の、桐から作られた琴を語る一段を考察する。第四章「「洞簫賦」の
自然描写について」は、簫の素材である竹とその産地の描出を上記「七発」と比較し、両者の差
違が音楽描写の伏線となっていることを論じる。第五章「「洞簫賦」の音楽描写およびその表現
史的・文学史的意義について」は、無形の音楽を実体化する手法を詳細に分析し、背景に、武帝
期から宣帝期にかけての礼楽制度の整備にみられる「音の帝国化」があることを指摘する。 
「全体のむすびにかえて」では本章をまとめ、宮廷文人王褒の作は基本的に皇帝への頌歌であ
るが、中心に皇帝ならぬ作者自身を据えんとするのが以後の辞賦文学であり、王褒はその枠組み
を用意した、とみる。以上の論述は辞賦文学史の空隙を埋め、斯学の発展に寄与するものである。 
よって本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認め
られる。 
 
